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実施形態・研究分野

支援内容

世界のトップ科学者層
との

ネットワーク構築

未来を決める
国際的な

トップ研究コミュニティ
への参画

将来持続的に
世界で活躍できる
人材の育成

世界トップレベルの研究者が国を超えて繋がり
新たな知見や技術を生み出す「国際頭脳循環」を加速

本事業は、対象とする国・地域、分野・研究領域の指定を文部科学省から受け、実施しています。また、研究課題の公募、選考、支援等といった

事業の運営のため、事業全般への助言、および課題の選定、推進及び評価等に係る業務を統括する運営統括（PD）、ASPIREの対象分野ごとに課

題の選定、推進及び評価等で中心的な役割を担う研究主幹（PO）、研究主幹を補佐し専門的事項についての助言等を行うアドバイザー（AD）といっ

た専門家にご協力いただいています。
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 （PD : Program Director）

宮野 健次郎

応募

採択

東京大学
名誉教授

八木 康史
大阪大学 D3センター
特任教授

量子分野 （Quantum）

川上 則雄
理化学研究所 最先端研究プ
ラットフォーム連携事業本部
副プログラムディレクター

樽茶 清悟
理化学研究所
創発物性科学研究センター
研究グループディレクター

半導体分野 （Semiconductors）

天野 英晴
東京大学
特任研究員

ネットワーク・通信分野
（Networks and Telecommunications）

山中 直明
慶應義塾大学
新川崎先端研究教育連携スクエア
特任教授

竹山 春子
早稲田大学 先進理工学部
生命医科学科 教授

清水 浩
大阪大学大学院情報科学研究科
バイオ情報工学専攻 教授

エネルギー分野 （Energy）

菅野 了次
東京科学大学 総合研究院
全固体電池研究センター
センター長・特命教授

マテリアル分野 （Materials）

相田 卓三

理化学研究所
創発物性科学研究センター
研究グループディレクター

AI・情報・知能ロボティクス分野
（AI,Information and Intelligent Robotics）

大
学
・
研
究
機
関
・
企
業
等
の
研
究
者

単独公募と共同公募

支援
すでに支援 支援

提案 提案提案

支援

単独公募 共同公募

トップ研究者として国内・外で卓

越した研究実績があり、国際共同

研究をリードできる研究者

AI・情報・知能ロボティクス、バイオ、エネルギー、マテリアル、量子、半導体、ネットワーク・通信

すでに独立した研究環境を得てお

り、将来のトップ研究者として活

躍が期待される研究者

国際的にトップ水準の研究を行

い、相手側研究者と共同提案が

できる研究者

オーストラリア、オーストリア、ベルギー、カナダ、チェコ、デンマーク、EU、フィンランド、フランス、ドイツ、イタリア、

オランダ、ノルウェー、ポーランド、ポルトガル、韓国、スペイン、スウェーデン、スイス、英国、米国

応募対象とする

研 究 代 表 者

TopのためのASPIRE 次世代のためのASPIRE

分 野

最大3.8億円
※直接経費の30%にあたる間接経費を
　含む場合、最大５億円

5年間 3年間 3～5年間

最大6,900万円
※直接経費の30%にあたる間接経費を
　含む場合、最大9,000万円

相手側資金配分機関との協議による
※間接経費を含む場合、最大5億円

対 象 国

地 域

支 援 規 模

支 援 期 間

単 独 公 募 共 同 公 募

相手側FA 相手側FA

相手側省庁

共同研究

JSTが単独で、日本側研究者による相手側研究者との国際共同研

究課題を公募する形態です。応募された課題提案を選考し、採択

した課題において、JSTが日本側研究者を支援します。

相手側FA等と共同で国際共同研究課題を公募する形態です。公

募テーマは、本事業の対象となる分野・研究領域から相手側FA

等と調整して設定します。

先端国際共同研究推進事業（ASPIRE）は、我が国の科学技術力の維持・向上を図るため、政策上重要な科学
技術分野において、国際共同研究を通じて我が国と科学技術先進同志国・地域のトップ研究者同士を結び付け、
我が国の研究コミュニティにおいて国際頭脳循環を加速することを目指します。
本事業により、我が国と科学技術先進同志国・地域との間で、最先端の研究開発につながるネットワークを構
築しつつ、次世代のトップ研究者を育成し、その流れを能動的に作り出すための仕組みを構築します。
JSTは「AI・情報・知能ロボティクス」「バイオ」「エネルギー」「マテリアル」「量子」「半導体」「ネットワーク・通信」
の7分野に対し、支援をしています。

アスパイア

※健康・医療分野は日本医療研究開発機構（AMED）が所管

※インドを対象とした招へい型公募はJSTさくらサイエンスプログラム推進本部が所管

日本側研究者 相手側研究者

共同研究

日本側研究者 相手側研究者

公募・選考・採択

連携して
公募・選考・採択

文部科学省 文部科学省 相手側省庁

とは

バイオ分野  （Biotechnology）

（PO : Program Off cers）i研究主幹


